























0301-DQB1・0302が増加傾向であった。男子では O~4歳でDRBl ・0901 と、女チでは 0.......10議でDRH1 ・0901、















を用し'....PCR-RFLP法 (polymerasechain reaction-restr'jction Iragment polymorphism)によりlILA
クラス姐遺伝下型 (DRB1、DQAl、DQB1)を決定した。ハプロタイプは代表的な日本人ハプロタイプを
参考に推定したo統計的有意差検定はz検定を、データ数が少ない場合はFisherの直接碓率計算法を用い、
有意水準はα=0，05とした。
疾患感受性ハプロタイプは、。比βγ0802・DQAl・0301-QB1・0302、DRB1'0901-DQAl・0302-DQBl・0303、
DRRl・0405-I)QAJ・0302-DQBl・0401、DRBl・0407・DQAl・0301-DQBl・0302であり、患者群にはDRRl・0
901-DQA1・0302・DQBl・0303を持つ群 (51.1%)と、 DHB1・0405・DQAl・0302-I)QBl・0401(48.9%)を持
つ2群が存証し、そのいずれのハプロタイプも持たない患者9例 (10%)では白人で疾患感受性を示す
DQAl・0301・DQB1・030:!が増加傾向であった。男子では 0-4歳でDRBl・0901と、虫、-子では 0-10設で
DRB1・0901、5-10歳でDRBl・0105と関連を認めた。さらにDRB1・0105のみ持つ患者群で季節により発
症頻度に有意差 (p=O.0156)を認めた。
本論文は、日本人小児期発症IDDMは一部白人と共通の遺伝背景を持つが、疾患感受性DR，DQア 1)ルの
対応関係に違いがあることを明らかにし、また特定のHLAクラスE追伝子と性、発症年齢、発症の季節変
動の聞に各々一定の関係が見出せたことから、疾!守、感受性遺伝子の違いがIDDMを引き起こす免疫応答を
惹起する抗原の違いや環境要凶の違いを反映している可能性を示唆するものであり、 IODM成囚論に寄与
するところ大であり、臨床検査学的忠義が高い。
以上から、本研究は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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